
静 内 一 登 別

 9班  短 食2の3

河原崎,寒 川,吉 川,高 坂

近藤,斉 藤,笹 原,瀬 野

 7月24日(第10日 目)

 9時 に出発 して,や っとこさで,北 海道 と言えばアイヌ部落 と口に出るほど有名な,我

々待望の白老のアイヌ部落へ到着 した。小 さな部落で家 々もみすぼ らしく観光用の店がほ

とんどである。広場の隅 の方に,熊 まっ りにいけにえとしてささげ られたという熊の頭の

骨などが,木 の槍にさされて,た てかけてあ り無気味であつた。次に老人,婦 人四人のア

イヌ人の踊 りを見た。手を打ちなが ら声をかけ合い,r'定 の円を束わるだけであったが,

何や らs真f'迫 まるものを感 じた。しか し,こ れ らの踊 りも,只,観 光客のためにのみ見

せるもので,も ちろん現在,実 際に行われているものではあるまい。この婦人達はsど う

いう気持で,我 々に この踊りを見せているのだろうか,と フ ト思つた りした。次に アイヌ

人の小屋iこ入って,尊 長,宮 本 トモムラの話を聞 く。あごひげの自く長い老人であつたが,

なかなか シヤ ンとしていて健康そ うであつた。その中f'は,昔 のアイヌ入の使用した用具
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等た くさんあり,説 明に よるアイヌ入の生活様式,小 屋の建 て方等,興 味をもつて聞いた。

その老人 の説明の仕方 といい,皆 を笑わせ る方法 といい,観 光客に対す る話 し方はsな か

なか堂に入ったもので楽 しかつたが,「 観 光バスが多 く来て金を置いて行つてくれ ること

を祈る。」なんて,冗 談であろうけど,言 われた時には悲 しく思つたりした。現在,ア イ

ヌ人の数は非常に少なくなつていると聞 く。それ故に,人 種の違 うとい う事を__..般の人 々

に公開 して生活する。それも一つの商売であるか もしれないけど,も っ と地味に,ア イヌ

の生活を残 しておいてほしいと思つた。それは,私 達の為ではな く,彼 らの為に。だが世

の人々は,珍 らしく数少 ないものに興味を示す し(私 達 もそうであるか らこそ,こ こへ来

たのだが)そ れを,あ てにして商売するのも世の常である。しか し,ア イヌの場合,観 光

化 され ることによつて,そ の純粋性 というものが失なわれてしまうのではないか,と 思 う。

か と言つて,ア イヌの人々の,い わゆる純粋 と言われる生活 は、実際に は不便であるし,

又,世 間の差別 ということもあるのでs私 達 と同じ生活rrry移つてしまつて,な お且つ純粋

なものを残す とい う事は,む ずか しいであろう。只,観 光用 としての部落が出来,ア イヌ

の生活様式を見せる,と い うことになつて しまう。 こうなるのは必然的 であるかも しれな

いけど,種 族が亡びて しまうことに,又,あ まりに観光的にな りすぎているアイヌに,_.

種のわびしさを感 じないではい られなかった。

 楽 しy,_.時 であつたが,こ の様な考えがチラチラと頭に浮かんで来て,少 々沈んだ気持

`こもなったが、登別へ向うパスの中の,歌 を歌った り,お しやぺ りしながらの旅に,い つ

しか楽 しさを追 うだけの観光客 となつて,今 日の 目的地,登 別では,楽 しい夜 を過 ごした

し,又,ぐ つす りねむることも出来た。
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